
【取組内容】 情報活用能力の育成 共通理解のための自校作成「情報活用能力ルーブリック」

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

職員研修

研究主題を達成するために、4月に、「情報活用能力と
は」というところから、校内研修を毎年行う。情報活用能力
とは資質・能力であり、ICT機器の操作は情報活用能力を
育成するためのスキルの一つであるという共通認識のもと、
情報活用能力の「育成」と「発揮」を意識し、年間指導計
画を見直し、指導に当たる。なお、本校のDX戦略アドバイ
ザーである前田康裕先生の著書にある左図のような資料を
使用し職員研修を行うことで職員の理解を深められている。

本校の研究主題

令和４年度から本校では「情報活用能力の発揮」（問題解決・探究における情報活用
能力）についての研究を進めてきている。本年度は、学習の基盤としてさらなる情報活用能
力を育成し、人とつながりながら主体的に学ぶ子どもの姿を目指しさらに研究を進めている。

出展：「まんがで知るデジタルの学び」 さくら社 前田康裕

自校作成情報活用能力ルーブリック

自校オリジナルの「情報活用能力ルーブリック」を作成し、
育成する力の明確化と共有化を図る。ルーブリックは、
A.情報収集 B.整理・分析 C.まとめ D.表現
の4カテゴリー別で作成し、低・中・高学年・中学校の4レ
ベルを明示ししている。これを教職員と児童が共通理解し、
さらなる情報活用能力を育成を目指し、実践を進めてい
る。



【取組内容】 情報活用能力の育成 自校作成情報活用能力ルーブリック

海南市立亀川小学校（和歌山県）

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

情報活用能力ルーブリックの活用 A.情報収集 B.整理・分析 C.まとめ D.表現

〇各教室内に掲示
児童にとっての指標であると
同時に、教師にとっても育成
すべき情報活用能力の共
通認識にもつながる。

〇児童に個人配付
〇達成している項目にシー
ルを貼る
ルーブリックの達成している
項目にシールを貼ることで、
自分の位置、次に目指すと
ころがよくわかる。

〇低学年用ルーブリック
低学年の児童が活用しやす
いよう「初級・中級」のみの
ルーブリックを作成した。
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